
＜機能性＞

2017年度 2018年度

差引

（2018'-

2017'）

2017年度 2018年度

差引

（2018'-

2017'）

施設数 施設 683 689 6 457 441 △ 16

病床数 床 201.6 199.5 △ 2.2 158.4 155.2 △ 3.2

利用率 ％ 82.8 82.4 △ 0.3 90.1 89.5 △ 0.7

在院日数 日 19.1 17.8 △ 1.3 87.8 88.8 1.0

入院外来比 - 1.74 1.78 0.03 0.50 0.49 △ 0.01

新患率 ％ 9.2 9.5 0.3 7.8 7.5 △ 0.4

1日患者数 入院 人 166.9 164.4 △ 2.5 142.8 138.8 △ 4.0

外来 人 290.7 291.9 1.1 71.6 67.9 △ 3.7

1床当たり医業収益 千円 21,097 21,627 530 10,293 10,232 △ 61

1床当たり医業費用 千円 20,847 21,232 385 9,815 9,701 △ 114

1床当たり医業利益 千円 250 395 145 478 531 53

患者1人1日当たり 入院 円 48,576 49,918 1,343 24,800 25,332 532

医業収益 うち室料差額 円 1,068 1,081 13 360 331 △ 30

外来 円 12,923 13,198 274 9,932 9,741 △ 191

1施設当たり 医師 常勤 人 27.6 27.9 0.3 6.0 5.9 △ 0.1

従事者数 非常勤 人 6.5 6.5 0.0 2.9 2.7 △ 0.2

看護師・准看護師・看護補助者 人 175.4 174.4 △ 1.0 99.2 96.4 △ 2.8

その他 人 143.2 142.4 △ 0.7 73.9 71.9 △ 2.0

計 人 352.6 351.2 △ 1.4 182.0 176.9 △ 5.0

患者規模100人 医師 常勤 人 10.5 10.7 0.2 3.6 3.7 0.1

当たり従事者数 非常勤 人 2.5 2.5 0.0 1.8 1.7 △ 0.1

人 66.5 66.6 0.2 59.5 59.7 0.2

その他 人 51.2 56.2 5.0 40.4 45.1 4.7

計 人 130.6 136.0 5.4 105.3 110.2 4.9

経常収益 医業収益 ％ 98.3 98.3 0.1 98.0 98.2 0.2

構成比 医業外収益 ％ 1.7 1.7 △ 0.1 2.0 1.8 △ 0.2

医業収益 入院収入 ％ 69.5 69.4 △ 0.1 79.1 80.6 1.6

構成比 うち室料差額 ％ 1.5 1.5 △ 0.0 1.1 1.1 △ 0.1

外来収入 ％ 26.4 26.3 △ 0.1 12.8 11.7 △ 1.1

その他 ％ 4.1 4.3 0.2 8.1 7.7 △ 0.5

医業収益 人件費 ％ 52.5 52.3 △ 0.1 59.7 60.0 0.3

に対する 医療材料費 ％ 21.4 21.0 △ 0.4 8.5 7.7 △ 0.8

医業費用 給食材料費 ％ 1.6 1.6 △ 0.0 3.3 3.3 0.0

の割合 うち入院患者1人1日当たり 円 1,134 1,155 20 1,044 1,048 4

経費 ％ 18.3 18.3 0.0 19.5 19.5 △ 0.0

減価償却費 ％ 5.1 5.0 △ 0.1 4.3 4.2 △ 0.0

計 ％ 98.8 98.2 △ 0.6 95.3 94.8 △ 0.5

医業収益対医業利益率 ％ 1.2 1.8 0.6 4.7 5.2 0.5

経常収益対経常利益率 ％ 1.5 2.2 0.7 5.5 6.0 0.5

従事者1人当たり年間医業収益 千円 12,072 12,288 217 8,987 8,996 9

労働生産性 千円 6,479 6,655 176 5,785 5,864 79

従事者1人当たり人件費 千円 6,334 6,430 96 5,366 5,395 29

労働分配率 ％ 97.8 96.6 △ 1.1 92.7 92.0 △ 0.7

経常収益対支払利息率 ％ 0.8 0.6 △ 0.2 0.6 0.5 △ 0.1
注1） 医育機関附属病院及び医師会立病院は含まれていません。
注2） 「１施設当たり従事者数」、「患者規模100人当たり従事者数」、「従事者1人当たり年間医業収益」、「労働生産性」及び「従事者1人当たり人件

費」は、常勤従事者数（非常勤従事者の常勤換算後の従事者数を含む）により算出しています。
注3） 給食材料費には、委託給食費を含んでいます。
注4） 数値は四捨五入のため、内訳の合計が合わない場合もあります。
注5） 開設後1年未満の病院は含まれていません。

一般病院 療養型病院

看護師・准看護師・看護補助者

＜収支の状況＞
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≪経営分析参考指標≫ 2018年度決算分-病院の概要-



＜機能性＞

2017年度 2018年度

差引

（2018'-

2017'）

施設数 施設 234 242 8

病床数 床 278.6 274.2 △ 4.4

利用率 ％ 89.7 89.9 0.3

在院日数 日 264.3 245.3 △ 19.0

入院外来比 - 0.34 0.34 △ 0.00

新患率 ％ 2.2 2.2 0.0

1日患者数 入院 人 249.9 246.6 △ 3.2

外来 人 85.7 84.4 △ 1.3

1床当たり医業収益 千円 6,284 6,355 70

1床当たり医業費用 千円 6,167 6,175 9

1床当たり医業利益 千円 118 179 62

患者1人1日当たり 入院 円 16,234 16,468 234

医業収益 うち室料差額 円 202 194 △ 8

外来 円 8,898 8,931 33

1施設当たり 医師 常勤 人 8.2 8.1 △ 0.1

従事者数 非常勤 人 2.6 2.5 △ 0.0

看護師・准看護師・看護補助者 人 131.4 131.2 △ 0.3

その他 人 59.1 58.6 △ 0.6

計 人 201.4 200.4 △ 1.0

患者規模100人 医師 常勤 人 2.9 2.9 0.0

当たり従事者数 非常勤 人 0.9 0.9 △ 0.0

人 47.2 47.7 0.5

その他 人 17.3 21.8 4.5

計 人 68.3 73.4 5.0

経常収益 医業収益 ％ 97.7 97.7 0.0

構成比 医業外収益 ％ 2.3 2.3 △ 0.0

医業収益 入院収入 ％ 84.6 85.1 0.5

構成比 うち室料差額 ％ 1.1 1.0 △ 0.0

外来収入 ％ 12.4 12.2 △ 0.2

その他 ％ 3.1 2.8 △ 0.3

医業収益 人件費 ％ 62.6 62.4 △ 0.2

に対する 医療材料費 ％ 6.9 6.5 △ 0.4

医業費用 給食材料費 ％ 5.4 5.5 0.1

の割合 うち入院患者1人1日当たり 円 1,043 1,067 24

経費 ％ 18.7 18.3 △ 0.5

減価償却費 ％ 4.5 4.5 0.0

計 ％ 98.1 97.2 △ 0.9

医業収益対医業利益率 ％ 1.9 2.8 0.9

経常収益対経常利益率 ％ 2.8 3.9 1.0

従事者1人当たり年間医業収益 千円 8,696 8,698 2

労働生産性 千円 5,602 5,671 69

従事者1人当たり人件費 千円 5,439 5,426 △ 13

労働分配率 ％ 97.1 95.7 △ 1.4

経常収益対支払利息率 ％ 0.6 0.6 △ 0.0
注1） 医育機関附属病院及び医師会立病院は含まれていません。
注2） 「１施設当たり従事者数」、「患者規模100人当たり従事者数」、「従事者1人当たり年間医業収益」、「労働生産性」及び「従事者1人当たり人件

費」は、常勤従事者数（非常勤従事者の常勤換算後の従事者数を含む）により算出しています。
注3） 給食材料費には、委託給食費を含んでいます。
注4） 数値は四捨五入のため、内訳の合計が合わない場合もあります。
注5） 開設後1年未満の病院は含まれていません。
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＜収支の状況＞

≪経営分析参考指標≫ 2018年度決算分-病院の概要-



1

病院のもつ病床数に対して、どの程度の利用が行

われたかを示す指標です。

本指標の値が高いほど病床機能が有効に活用され

ていることとなり、収益増加に寄与することになりま

す。

2

新たに入院した患者が退院するまでにかかる平均

期間から、病院の診療行為機能を判断する指標で

す。

本指標の値が短いほど効率的に医療資源を活用し

ていると言え、一般的に収益増加に寄与することに

なりますが、病床利用率との関係にも注意が必要で

す。

3

1日当たりの入院患者数と外来患者数の比率から

病院の性格を判断する指標です。

診療科目や病床規模により値は異なってきますが、

一般的には値が高いほど患者確保ができており、収

益増加に寄与することになります。

4

外来患者数に占める新規患者（初診料を支払っ

た外来患者）の割合を示す指標です。

本指標の値が高いほど診療行為のニーズが高いこと

から、外来収益増加に寄与することになります。

5

医業収益を病床数で割り戻した収益であり、病院

全体の収益性を判断する指標です。

本指標の値が大きいほど収益増加に寄与することに

なります。

6

入院患者1人1日当たりの入院診療収益及び室

料差額収益から、診療行為の対価としての収益額

の多寡を判断する指標です。

本指標の値が大きいほど収益単価が高いため、収

益増加に寄与することになります。

7

外来患者1人1日当たりの外来診療収益から、診

療行為の対価としての収益額の多寡を判断する指

標です。

本指標の値が大きいほど収益単価が高いため、収

益増加に寄与することになります。

8

患者規模100人に対して配置される職員数からそ

の多寡を判断する指標です。

本指標の値が小さいほど費用削減に寄与することに

なります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

にとどめることも重要です。

機

能

性

利用率
年間延べ入院患者数

÷年間延べ許可病床数

在院日数 ※1

入院外来比

患者1人1日当たり

医業収益（入院）

（入院診療収益+室料差

額収益）

÷年間延べ入院患者数

新患率
新来患者数

÷年間延べ外来患者数

1床当たり医業収益
医業収益

÷平均許可病床数

患者1人1日当たり

医業収益（外来）

外来診療収益

÷年間延べ外来患者数

患者規模100人

当たり従事者数
※2

経営指標一覧（病院）

経営指標 算式 説明

1日平均外来患者数

÷1日平均入院患者数



経営指標 算式 説明

9

医業収益に対する人件費の占める割合を示す指

標です。

本指標の値が低いほど収益に対する費用の負担は

軽くなります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

にとどめることも重要です。

10

医業収益に対する医療材料費の占める割合を示

す指標です。

本指標の値が低いほど収益に対する費用の負担は

軽くなります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

にとどめることも重要です。

11

医業収益に対する給食材料費の占める割合を示

す指標です。

本指標の値が低いほど収益に対する費用の負担は

軽くなります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

にとどめることも重要です。

12

医業収益に対する経費の占める割合を示す指標で

す。

本指標の値が低いほど収益に対する費用の負担は

軽くなります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

にとどめることも重要です。

13

医業収益に対する減価償却費の占める割合を示

す指標です。

本指標の値が低いほど収益に対する費用の負担は

軽くなります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

にとどめることも重要です。

14

従事者1人にかかる平均人件費から給与水準を示

す指標です。

本指標の値が小さいほど費用削減に寄与することに

なります。

ただし、良質なサービスを提供する上では適切な値

に留めることも重要です。

15

経常収益に対する支払利息の占める割合を示す

指標です。

本指標の値が低いほど収益に対する費用の負担は

軽くなります。

経費率
経費※3

÷医業収益

減価償却費率

人件費率
人件費

÷医業収益

費

用

の

適

正

性

従事者1人当たり

人件費

人件費

÷年間平均従事者数

医療材料費率
医業材料費

÷医業収益

給食材料費率
給食材料費

÷医業収益

経常収益対

支払利息率

支払利息

÷経常収益

減価償却費

÷医業収益



経営指標 算式 説明

16

従事者1人当たりどの程度の医業収益を得ている

かによって効率を判断する指標です。

本指標の値が大きいほど職員の収益獲得力が高い

ことから収益増加あるいは費用削減に寄与すること

になります。

17

従事者１人がどれだけの付加価値を生み出したか

を示す指標です。

本指標の値が高いほど、各々の従事者が効率よく

価値を生み出し、円滑な運営管理が行われている

といえます。

18

付加価値が人件費にどれだけ分配されているかを

判断する指標です。

本指標の値が低いほど増減差額の割合は高まりま

す。ただし、良質なサービスを提供する上では適切

な値に留めることも重要です。

19

本業である医業収益から得られた利益を示す指標

です。

本指標の値が高いほど収益性が高い事業といえま

す。

20

本業である医業収益に受取利息等を加えた、病院

に通常発生している収益から得られた利益を示す

指標です。

本指標の値が高いほど収益性が高い事業といえま

す。

※１「在院日数」は次の式で算定しています。

在院日数＝年間延べ患者数÷｛（新入院患者数＋退院患者数）÷2｝

※２「患者100人当たり従事者数」は次の式で算定しています。

患者100人当たり従事者数＝年間平均従事者数÷（1日平均入院患者数＋1日平均外来患者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷3）×100

※調理員及び栄養士に係る数値については（年間平均従事者数÷1日平均入院患者数）×100で

　算出しています。

※３「経費」は次の式で算定しています。

経費＝医業費用－（人件費＋医療材料費＋給食材料費＋減価償却費）

※４「付加価値額」は次の式で算定しています。

付加価値額＝医業収益－（経費＋医療材料費＋給食材料費＋減価償却費）

生

産

性

労働分配率
人件費

÷付加価値額※4

従事者1人当たり

年間医業収益

医業収益

÷年間平均従事者数

労働生産性
付加価値額※4

÷年間平均従事者数

収

益

性

医業収益対

医業利益率

医業利益

÷医業収益

経常収益対

経常利益率

経常利益

÷経常収益


